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心に響く人生の匠たち
「千人回峰」というタイトルは、比叡山の峰々
を千日かけて駆け巡り、悟りを開く天台宗の荒
行「千日回峰」から拝借したものです。千人の
方々とお会いして、その哲学・行動の深淵に
触れたいと願い、この連載を続けています。
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中瀬幸子
Sachiko Nakase

中瀬　そうですね。仕事に対する体力や精神力

が、自分の中に育ったことは確かですね。

奥田　高校時代は、どんな生徒でしたか。

中瀬　私が通ったのは試験の点数だけで評価さ

れるような田舎の進学校で、アルバイトは禁止

だったんです。でも、私は社会との接点を持ち

たくて、こっそりアルバイトをしていました。そ

こで得たものは大きかったですね。学校ではた

だ偉そうにしている教師に腹を立て、試験の点

数なんかどうでもいい、そんなもので自分を測

られたくないと思っていました。

奥田　その頃から、自分の意志をしっかり持っ

ていらしたのですね。

中瀬　でも、そんな田舎から出たくて仕方なか

ったので、東京の大学に進むための受験勉強は

い、それがその後、私が営業職に就いたことに

つながっているのだと思いますね。そして母は、

障害者支援施設・グループホームで介護や生活

支援業務に携わって、その施設長を務めており、

たびたび夜勤もこなしながら私たちを育ててく

れました。

奥田　そうしたお父さま、お母さまが懸命に働

く姿を見ながら、中瀬さんは育ったのですね。

中瀬　それから、祖母も家の隣りで段ボール工

場を経営しており、朝早くから深夜まで仕事を

していました。ですから、私にとって一生懸命

働くということは、幼い頃から生活の延長にあ

るものだったのです。

奥田　そうした家庭環境が、中瀬さんの価値観

や仕事観に大きな影響を与えたのでしょうね。

奥田　中瀬さんのプロフィールを拝見している

と、20代で会社設立・経営を経験され、とてもパ

ワフルにビジネス人生を歩まれてきたように感

じます。まず、そこにはどのようなバックボーン

があるのか、どんな幼少期を過ごされたのか教

えていただけますか。

中瀬　私は、立山連峰と富山湾を望む富山県の

漁師町で育ちました。父は大手企業の営業マン

でしたが、土日も働くようなとても仕事熱心な

人でした。そんな父の姿を見てかっこいいと思

両親や祖母の働く姿が
仕事に対する体力、
精神力を形成
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ビジネスイノベーション）で法人営業に従事。2010年、Avintonジャパンをスタートし、
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しました。当時から世界でビジネスをしたいと

いう思いが芽生えていたようで、私自身は覚え

ていないのですが、あるとき母から「さっちゃん

は、中学生のときからグローバルで稼ぐと言っ

ていた」と聞かされました。

奥田　そんなに早く、世界というものを意識さ

れていたのですね。ということは、大学に入っ

たら目標に向けてまっしぐらですか。

中瀬　ようやく保守的な空気の強い田舎から解

放されて、はじめのうちは遊びほうけていまし

たね。でもしばらくして、このままではいけない

と思うようになり、たまたま人生で一番のター

ニングポイントに出会ったのです。

奥田　人生で一番のターニングポイントですか。

中瀬　大学3年のとき、フィリピンに行き、3週

間、ボランティア活動を含むプログラムに参加

したことです。かつてマニラ市内にスモーキー

マウンテンという巨大なゴミの山があり、そこ

で廃品回収によって生活する親のいない貧しい

子どもたちの中に入って一緒に遊んだりしまし

た。生活状況を調査するプログラムだったので

すが、それを見て、自分は頑張らないと恥ずかし

いと心底感じ、これをきっかけに覚醒したんで

す。

奥田　覚醒ですか。具体的には、どのように変

わったのでしょうか。

中瀬　あのとき衝撃を受けたのは、生まれた環

境によって、人生の選択肢がこんなにも異なる

ものかということでした。私は日本に生まれ、

教育を受け、海外に行くこともできる。それな

のに、自分には何もできないと思って、行動して

いなかったんです。環境を変えることは簡単で

はありませんが、自分には挑戦する選択肢があ

る。それに気付いたことが、私の人生を大きく

変えました。この後、いろいろなインターンシッ

プに申し込んだり、猛烈に英語を勉強してニュ

ージーランドに留学し、TOEICもほぼ満点を取

ったりしました。

奥田　それまで英語は？

中瀬　大学受験の英語ぐらいです。

奥田　なぜ、英語だったのでしょうか。

中瀬　当時、私は世界銀行を見学させていただ

いたこともあるのですが、自分とそれほど年齢

が変わらない日本人が、世界を舞台にそうした

社会課題を解決する国際機関で働いているのを

目の当たりにして、自分にもそれは不可能では

ないと感じました。それで「まずは英語だな」と

思い留学したり、バックパッカーとして世界を

回ったりして、英語を身に付けたわけです。

奥田　そして卒業後は、富士ゼロックス（現富士

フイルムビジネスイノベーション）に入社され

るわけですが、こちらでのお仕事はいかがでし

たか。

中瀬　子どもの頃、両親や祖母が朝から晩まで

働きづめだったのを見ていたためか、すごく意

気込んで入社したんです。始発で出社して終電

で帰るぞみたいな（笑）。でも想像とはまったく

違って、頻繁に社内の人と飲み会に出なければ

いけない。「仕事じゃなくて飲み会なんですか」

と思いつつ、これまで経験したことのない世界

だったので、お酌をするのもそれはそれで楽し

かったのです。でも、やはり違うなと。

奥田　ご自身が考える「仕事」の概念とは、だい

ぶ落差があったということですか。

中瀬　自分が仕事をしている、自分が働いてい

る、自分が貢献している、自分にしかできない

ことをやっている、という感覚がまったくない

ので、やはり違うと感じました。人間関係を含

めて職場にはすごく満足していたのですが、育

ってきた環境から価値観が異なることに気付き、

「自分でやりたい」という気持ちが強まっていき

ました。

奥田　ずっと、起業したいとか、お金を稼ぎたい

という思いをお持ちだったのでしょうか。

中瀬　いいえ、自分にはそういう思いはありま

せんでした。今でも経営者なのに、お金には無

頓着なほうですし。

奥田　では、なぜ起業に踏み切れたのでしょう

か。

中瀬　大学時代に知り合ったエンジニアの人た

ちから、一緒に会社をつくろうとずっと言われ

ていたんです。ただ、日本で大企業に就職でき

るチャンスはほぼ新卒時だけという空気があり、

とりあえず「就職させてくれ」と待ってもらって

いた経緯があります。

奥田　富士ゼロックスに3年間在籍されて起業

に踏み切るわけですが、このときはどんな状況

でしたか。

中瀬　実は2年目に決断して会社を辞めようと

したのですが、なかなか辞めさせてくれません

でした。そのため平日は会社で働き、土日には

起業するメンバーと一緒に無給で働きました。

まだ、副業が認められるような時代ではありま

せんでしたから。

奥田　周囲の反応はどうでしたか。

中瀬　職場の先輩に「どうせ失敗して、1年後に

派遣社員として戻ってくるよ」と言われたんで

す。

奥田　それはずいぶんな物言いですね。

中瀬　「上等だ！」と思いました。まだ25歳でし

たし、それは何の傷にもならないし、自分にとっ

ての大きなチャンスだと、勢いづいていましたね。

奥田　後半では、起業後のお話をじっくりうか

がいたいと思います。� （つづく）

2026.10.7 ／東京都千代田区のBCNにて

構成／小林茂樹
text by Shigeki Kobayashi

撮影／長谷川博一
photo by Hirokazu Hasegawa

マニラの貧民街で目覚めた
世界への思い

ランニングウォッチとイヤホン
中瀬さんのお気に入りは、
HUAWEIのランニングウォッ
チと外の音も聞こえる骨伝導
方式のイヤホン。これを装着し
て、2人のお子さんたちと一緒
に週に1、2回、横浜の街を毎回
2～5キロメートル走っている
そうだ。
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